
1

や公共的課題を鑑み、

0

多種多様な講座を開催

5

し、生涯学習の推進を

3

行っている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 947 910 983 1,253 合計 982,700 円
報償費 755,000 円

財
　
源

特定財源 133 161 157 189 需用費 74,000 円
役務費 50,000 円

一般財源 814 749 826 1,064 使用料及び賃借料 103,700 円

職員人件費　② 3,028 3,012 3,069 3,101

総事業費（①＋②） 3,975 3,922 4,052 4,354

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 講座受講料

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 生涯学習

和

・青少年育成
施策体系

５

施策の内容 学習機会の

年

充実

目
　
　
　
的

　多様

度

化する市民の学習要求

評

に応え、誰もが

主
た
る

価

内
容

　市民ニーズの把

）

握に努め、各種講座を

刈

前期
気軽に学べる機会

谷

と場所を提供し、生涯

市

学習 と後期に分けて約

事

3か月間で開設し、市

務

民が気
の推進と支援を

事

図る。 軽に学習活動に

業

参加できる場を提供す

評

る。　

位
置
づ
け

関連計

価

画 刈谷市生涯学習推進

シ

計画

根拠法令 社会教育

ー

法

対象者 市内在住・在

ト

勤または在学の人 事業

（

期間 ～

実施方法 ■直営

様

　□委託　□指定管理

式

　□補助・助成　□そ

１

の他

）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　

育

実
　
績

３年度実績 ４年

部

度実績 ５年度実績 ６年

一

度計画

・市民講座開設

般

数  17講座 ・市民

会

講座開設数  15講

計

座 ・市民講座開設数 

市

 15講座 ・市民講座

民

開設数  15講座
・

講

市民講座受講者数 2

座

49人 ・市民講座受講

開

者数 282人 ・市民

設

講座受講者数 310

事

人 ・市民講座受講者数

業

 320人

　受講者の

担

知識・教養の向上、技

当

能の習得に資すると共

課

に、学習者相互のふれ

社

あいの場を提供するこ

会

とにより、生涯学習

成

教

果
活動の推進に貢献す

育

ることができた。

　市

セ

民講座受講後の受講者

ン

の施設利用を考慮し、

タ

受講者による新たな自

ー

主サークル結成や自主

款

サークルへの参加の促

項

す必

要がある。
課題

指

目

標名称（単位）
実績値

担

目標値

３年度 ４年度 ５

当

年度 ６年度 ８年度

成果

係

市民講座受講者数（人

社

） 249 282 310

会

320 320
指標

 
指

教

標
　近隣市（安城市）

育

においても、地区公民

セ

館単位で、市民が多様

ン

な学習機会の提供を受

タ

けることができるよ
他

ー

市との う、地域の特性



0 5 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

  市民

令

の生涯学習活動に対し

和

、学習機会の提供及び

６

活動の
・法的業務

高い

年

支援をしており必要性

度

の高い事業である。
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要
・市民生活上必

和

要である　など

　各種

５

講座の開催により市民

年

への多様な学習プログ

度

ラムの
・コストの節減

評

、費用対効果
普通

提供

価

、学習意欲の一層の向

）

上や参加促進を効率的

刈

に行って
効率性 ・執行

谷

体制の効率性 いる。
・

市

手段の最適性　など

　

事

時代の変化に対応した

務

プログラムの提供など

事

、市民の生
・市が主体

業

となって実施する
高い

評

涯学習活動を支援する

価

ために、市の関与は必

シ

要である。
妥当性 　べ

ー

き事業であるか
・総合

ト

計画との整合性　など

（

　各種講座を実施する

様

ことで、市民の学習意

式

欲の向上及び

施策への

２

・施策への貢献度
普通

）

学習活動への参加の促

会

進に寄与している。
・

計

目標達成度
貢献度 ・市

名

民サービスへの効果　

担

など

今後の方向性 □拡

当

充　■現状維持　□改

部

善・効率化　□縮小　

教

□終期設定　□休止・

育

廃止

　引き続き、各種

部

講座を行うことで、市

一

民の学習意欲の向上を

般

図るとともに学習活動

会

への参加を促進してい

計

く。

市民講

Ｃ
 
　

座

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

開

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

設事業
担当課 社会教育センター

款 項 目 担当係 社会教育センター

1



ー

加者数＋入場者数】 2

1

77 556 577 60

0

0 600
指標 （人）

　

5

近隣市（安城市）にお

3

いても公民館単位で、利用団体が学習成果を発表する「公民館まつり」を年1回開
他市との 催し、地域の生涯学習活動の啓発を行っている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 215 368 369 380 合計 368,600 円
委託料 320,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 48,600 円

一般財源 215 368 369 380

職員人件費　② 3,028 3,012 3,069 3,101

総事業費（①＋②） 3,243 3,380 3,438 3,481

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 生涯学

和

習・青少年育成
施策体

５

系
施策の内容 学習活動

年

の支援

目
　
　
　
的

　社

度

会教育センターの利用

評

団体が日頃の学習

主
た

価

る
内
容

　学習成果の発

）

表・展示、芸能音楽の

刈

発表、
成果を発表・展

谷

示することにより、学

市

習意欲 茶会等を年1回

事

、社会教育センター全

務

館で実施
の向上と団体

事

間の交流や親睦を図る

業

。 する。

位
置
づ
け

関連

評

計画 刈谷市生涯学習推

価

進計画

根拠法令 社会教

シ

育法

対象者 社会教育セ

ー

ンター利用団体及び地

ト

域住民 事業期間 平成２

（

年度 ～

実施方法 ■直営

様

　■委託　□指定管理

式

　□補助・助成　□そ

１

の他

）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　

育

実
　
績

３年度実績 ４年

部

度実績 ５年度実績 ６年

一

度計画

11月21日（

般

日）開催 11月20日

会

（日）開催 11月19

計

日（日）開催 11月1

学

7日（日）開催予定
・

習

参加団体数　14団体

発

・参加団体数　23団

表

体 ・参加団体数　24

会

団体 ・参加団体数　2

実

5団体
・参加者数　　

施

 146人 ・参加者数

事

　　 218人 ・参加

業

者数　　 230人 ・

担

参加者数　　 250

当

人
・入場者数　　 1

課

31人 ・入場者数　　

社

 338人 ・入場者数

会

　　 347人 ・入場

教

者数　　 350人

　

育

学習発表会を通じて、

セ

参加者が学習意欲の向

ン

上と新たな学習課題の

タ

発見をすることができ

ー

た。また、団体間の交

款

流や親

成果
睦を深める

項

ことができた。

　活動

目

団体の意見を聞き、互

担

いに協力して参加団体

当

や入場者の増加に繋が

係

る魅力的な企画を検討

社

する必要がある。

課題

会

指標名称（単位）
実績

教

値 目標値

３年度 ４年度

育

５年度 ６年度 ８年度

活

セ

動 参加団体数（団体）

ン

14 23 24 25 25

タ

指標
成果 来館者数【参



10 5 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　社会

令

教育センターの利用団

和

体である市民が、日頃

６

の学習
・法的業務

高い

年

成果を発表・展示する

度

ことで学習意欲の向上

（

と団体間の交
必要性 ・

令

市民ニーズ、社会需要

和

流や親睦を図るため、

５

必要性の高い事業であ

年

る。
・市民生活上必要

度

である　など

　社会教

評

育センターの利用団体

価

で構成される実行委員

）

会に
・コストの節減、

刈

費用対効果
普通

委託し

谷

、活動の充実・活性化

市

を図り、学習意欲の一

事

層の向
効率性 ・執行体

務

制の効率性 上や参加促

事

進を行い、効率的な運

業

営を行っている。
・手

評

段の最適性　など

　学

価

習成果の発表の場の提

シ

供など、市民の生涯学

ー

習活動を
・市が主体と

ト

なって実施する
高い

支

（

援するために、市の関

様

与は必要である。
妥当

式

性 　べき事業であるか

２

・総合計画との整合性

）

　など

　学習発表会を

会

実施することで、市民

計

の学習意欲の向上及

施

名

策への ・施策への貢献

担

度
普通

び学習活動への

当

参加の促進に寄与して

部

いる。
・目標達成度

貢

教

献度 ・市民サービスへ

育

の効果　など

今後の方

部

向性 □拡充　■現状維

一

持　□改善・効率化　

般

□縮小　□終期設定　

会

□休止・廃止

　引き続

計

き、学習発表会を行う

学

ことで、市民の学習意

習

欲の向上を図るととも

発

に学習活動への参加を

表

促進していく。

会実施事

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

業

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

担

　
価
　
∨

当課 社会教育センター

款 項 目 担当係 社会教育センター



5

利用率（％） 28.8

3

33.2 32.7 35.0 36.0
指標

　近隣市（安城市）も、地区公民館単位で施設管理コストの削減に努めている。また、積極的に利用者から
他市との の意見収集に努め、適切に対処することで、よりよい施設環境の提供を行っている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 27,524 26,937 23,322 26,351 合計 23,321,787 円
需用費 9,684,227 円

財
　
源

特定財源 1,981 2,227 2,858 2,604 役務費 458,135 円
委託料 12,621,822 円

一般財源 25,543 24,710 20,464 23,747 使用料及び賃借料 540,560 円
原材料費 17,043 円

職員人件費　② 2,271 2,259 2,302 2,326

総事業費（①＋②） 29,795 29,196 25,624 28,677

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 社会教育センター使用料

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 生涯学習・青

和

少年育成
施策体系

施策

５

の内容 学習活動の支援

年

目
　
　
　
的

　生涯学習

度

施設（社会教育センタ

評

ー）として

主
た
る
内
容

価

　施設利用に係る受付

）

事務、施設清掃、各種

刈

維持管理に努め、利用

谷

者の利便を図る。 設備

市

機器の日常・定期点検

事

を通じて、施設の
適正

務

な維持・保守管理を行

事

う。

位
置
づ
け

関連計画

業

刈谷市生涯学習推進計

評

画

根拠法令 社会教育法

価

、刈谷市社会教育セン

シ

ター条例、刈谷市公民

ー

館条例

対象者 市民 事業

ト

期間 昭和５０年度 ～

実

（

施方法 ■直営　■委託

様

　□指定管理　□補助

式

・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

３

育

年度実績 ４年度実績 ５

部

年度実績 ６年度計画

・

一

中央公民館利用者数 ・

般

中央公民館利用者数 ・

会

中央公民館利用者数 中

計

央公民館利用者数見込

施

      　　　2

設

4,088人     

管

  　　　　　30,

理

985人       

事

　　　　　35,46

業

9人       　　

担

　　　38,000人

当

・施設利用率  28

課

.8％ ・施設利用率　

社

　  33.2％ ・施

会

設利用率　　  32

教

.7％ ・施設利用率見

育

込  35.0％

　身

セ

近な学習施設である社

ン

会教育センター（中央

タ

公民館）で、利用者が

ー

気軽に利用できるよう

款

生涯学習の場を提供し

項

、住

成果
民の福祉の増

目

進を図った。

　利用者

担

数が新型コロナウイル

当

ス感染拡大前の水準に

係

戻ってきており、利用

社

者の利用促進のための

会

施策が求められる。

課

教

題

指標名称（単位）
実

育

績値 目標値

３年度 ４年

セ

度 ５年度 ６年度 ８年度

ン

活動 中央公民館利用者

タ

数（人） 24,088

ー

30,985 35,4

1

69 38,000 40

0

,000
指標
成果 施設



5

費内訳

事業費　① 3,

3

474 0 1,475 2,300 合計 1,474,550 円
需用費 749,100 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 725,450 円

一般財源 3,474 0 1,475 2,300

職員人件費　② 1,514 0 1,918 1,551

総事業費（①＋②） 4,988 0 3,393 3,851

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 生涯学習・青

和

少年育成
施策体系

施策

５

の内容 学習活動の支援

年

目
　
　
　
的

　施設を適

度

切に補修することによ

評

り施設利用

主
た
る
内
容

価

　地下用送排風機の修

）

繕や中庭の防水工事を

刈

環境を良好な状態に改

谷

善するとともに、施設

市

行う。
の安全性の向上

事

を図る。

位
置
づ
け

関連

務

計画 刈谷市生涯学習推

事

進計画

根拠法令 社会教

業

育法

対象者 市民 事業期

評

間 昭和５６年度 ～

実施

価

方法 ■直営　□委託　

シ

□指定管理　□補助・

ー

助成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ

名

　
事
　
業
　
実
　
績

３年

担

度実績 ４年度実績 ５年

当

度実績 ６年度計画

・自

部

動ドア修繕　　　　　

教

1基　 ・地下階送排風

育

機修繕　  3台・空

部

調機加湿エレメント取

一

替
・大型シャッター取

般

替　　1基　 ・中庭防

会

水工事　　　　　1式

計

　　　　　　　　　　

施

　　3台
　 ・避難誘導

設

灯ランプ取替
　 　　　

補

　　　　　　 　41

修

箇所
　　　―――――

事

――

　施設の不良箇所

業

を修繕することにより

担

施設利用者が快適かつ

当

安全に施設を利用する

課

ことができるようにな

社

った。

成果

　施設の老

会

朽化に伴い雨漏りや器

教

機の部品不足など想定

育

されるため、日常点検

セ

を適切に実施し、必要

ン

に応じ修繕を行って

い

タ

く必要がある。
課題

指

ー

標名称（単位）
実績値

款

目標値

３年度 ４年度 ５

項

年度 ６年度 ８年度

指標

目

指標

他市との
比較検証

担当係 社会教育セン

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

タ

　
ト

単位：千円
３年度

ー

４年度 ５年度 ６年度 ５

1

年度

（決算） （決算）

0

（決算） （予算） 事業



セ

  中止 ・学習会　　

ン

　　　  中止 ・学習

タ

会　　　　 　 37

ー

回 ・学習会　　　　 

1

　 35回
・図書蔵書

0

数　　16,643冊

5

・図書蔵書数　　16

3

,878冊 ・図書蔵書数　  17,133冊 ・図書蔵書数　  17,400冊
・利用者数　     4,564人 ・利用者数　     5,244人 ・利用者数       4,865人 ・利用者数       5,300人
・図書貸出数　  14,026冊 ・図書貸出数　  14,406冊 ・図書貸出数    12,777冊 ・図書貸出数    15,000冊

　絵本の貸し出しを行うとともに読書講演会を実施することにより、親子が絵本を通して触れ合うことができ、こどもの

成果
心身の健全な育成に寄与した。

　本事業は親子を対象とした質の高い事業であるため、より多くの子育て世代が刈谷市の魅力の一つと感じ利用してもら

えるようイベント等を充実させＰＲする必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 図書室利用者数（人） 4,564 5,244 4,865 5,300 5,500
指標
成果 図書貸出数（冊） 14,026 14,406 12,777 15,000 15,500
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　①

Ｄ

1,953 1,890

　

1,919 2,463

　

合計 1,919,41

　

9 円
報酬 880,5

Ｏ

15 円

財
　
源

特定財

　

源 0 0 0 0 職員手当等

　

169,756 円
報

∧

償費 280,000 

　

円

一般財源 1,953

　

1,890 1,919

実

2,463 旅費 18,

　

040 円
需用費 50

　

,775 円

職員人件

施

費　② 1,514 1,

　

506 1,918 1,

　

938 使用料及び賃借

∨

料 45,550 円
備品購入費 474,783 円

総事業費（①＋②） 3,467 3,396 3,837 4,401

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

令和６

Ｐ

年

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

度

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

（

　
業
　
概
　
要

総合計画

令

分野 教育文化

基本施策

和

生涯学習・青少年育成

５

施策体系
施策の内容 学

年

習機会の充実

目
　
　
　

度

的

　「めばえ図書室」

評

を開設し、乳幼児及び

価

小

主
た
る
内
容

　図書の

）

購入、貸し出しや読書

刈

（絵本）講演
学校低学

谷

年の児童とその親等へ

市

の図書の貸し 会、おは

事

なし会、学習会、赤ち

務

ゃん絵本講座
出し、講

事

演会、おはなし会等の

業

開催や、読書 を実施す

評

る。
グループの育成を

価

図ることにより、絵本

シ

を通
して親子が触れ合

ー

い、子どもの心身の健

ト

全な
育成に寄与する。

（

位
置
づ
け

関連計画  

根

様

拠法令  

対象者 乳幼児

式

、小学生低学年とその

１

親等 事業期間 昭和５１

）

年度 ～

実施方法 ■直営

会

　□委託　□指定管理

計

　□補助・助成　□そ

名

の他

担当部 教育部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

３年度実績 ４年

計

度実績 ５年度実績 ６年

親

度計画

・読書講演会　

子

3回 ・読書講演会　3

の

回 ・読書講演会　3回

公

・読書講演会　3回
・

民

おはなし会 ・おはなし

館

会 ・おはなし会 ・おは

活

なし会
　 0･1･2

動

才児向け    24

促

回 　 0･1･2才児

進

向け    32回 　

事

 0･1･2才児向け

業

    32回 　 0

担

･1･2才児向け  

当

  34回
　 2･3

課

才児向け      

社

16回 　 2･3才児

会

向け      21

教

回 　 2･3才児向け

育

      20回 　

セ

 2･3才児向け  

ン

    23回
　 園

タ

児･小学生向け  1

ー

8回 　 園児･小学生

款

向け  23回 　 園

項

児･小学生向け  2

目

2回 　 園児･小学生

担

向け  23回
・絵本

当

で子育て講座  中止

係

・絵本で子育て講座 

社

 中止 ・絵本で子育て

会

講座   5回 ・絵本

教

で子育て講座   5

育

回
・学習会　　　　　


